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第 3 章 機械換気設備 

第 1 節 共通事項 

（作成中） 
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第 2 節 標準入力法 

1. 概要 

本節では、標準入力法（複数建築物の連携を含む）における機械換気設備の設計一次エネルギー消費量

𝐸𝑉及び建築物𝑏の機械換気設備の設計一次エネルギー消費量𝐸𝑉,𝑏の計算方法を規定する。 

2. 計算に必要な項目 

2.1 入力項目の構造 

入力項目の構造を次図に示す。 

 

図 1 入力項目の構造 

(A)  換気送風機と室とは多対多の関係である。１つの室を 0 以上の複数の換気送風機に分担させることが

できる。ただし、基準設定仕様を設定する室に対しては換気送風機を指定することができない。また、1

つの換気送風機は 1 以上の複数の室を分担することができる。 

（B） 換気代替空調機と室とは多対多の関係である。1 つの室を 0 以上の複数の換気代替空調機に分担さ

せることができる。また、1 つの換気代替空調機は 1 以上の複数の室を分担することができる。 

(C) 換気代替空調機と換気代替空調機に付属する送風機は 1 対多の関係である。1 つの換気代替空調機

は 0 以上の換気代替空調機に付属する送風機を持つ。 

（D） 換気代替空調機と（換気代替空調機に併設され連動して動く）換気送風機は 1 対多の関係である。1

つの換気代替空調機は 0 以上の換気代替空調機に併設する換気送風機を持つ。 

2.2 室 

室は「階」「名称」で指定する。 

1) 階 

室𝑟の階である。 

室 

階（PK） 

名称（PK） 

(A) 

多対多 

換気送風機 

名称（PK） 

(B) 

多対多 

換気代替空調機 

名称（PK） 

換気代替空調機に付属する送風機 

名称（PK） 

換気代替空調機の名称（FK） 

(C) 

1 対多 

(D) 

1 対多 
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2) 名称 

室𝑟の名称である。 

3) 基準設定仕様の設定 

基準設定仕様の設定の有無を表す。「設定する」又は「設定しない」のいずれかの値とする。基準設定仕様

を設定する場合は、「3. 基準設定仕様の適用」節で示す方法により仮想的に換気送風機がその室に設置され

たものとして計算を行う。 

2.3 換気送風機 

1) 名称 

換気送風機𝑖の名称である。 

2) 種類 

換気送風機𝑖の種類（入力値）�̂�𝑉,𝑓𝑎𝑛,𝑡𝑦𝑝𝑒,𝑖である。「空調」、「給気」、「排気」又は「循環」のいずれかの値とす

る。定義を第 1 節に記載する。 

3) 送風量 

換気送風機𝑖の送風量（入力値） �̂�𝑉,𝑓𝑎𝑛,𝑖（単位：m
3/h）である。0 より大の整数とする。定義を第 1節に記載す

る。 

4) 電動機出力 

換気送風機𝑖の電動機出力（入力値） �̂�𝑉,𝑓𝑎𝑛,𝑖（単位：kW）である。0 より大の小数点以下 3 桁の小数とする。

定義を第 1 節に記載する。 

5) 高効率電動機の有無 

換気送風機𝑖の高効率電動機の有無（入力値）�̂�𝑉,𝑓𝑎𝑛,ℎ𝑖𝑒𝑓𝑓,𝑖である。定義を第 1 節に記載する。 

6) インバータの有無 

換気送風機𝑖のインバータの有無（入力値）�̂�𝑉,𝑓𝑎𝑛,𝑖𝑣𝑡,𝑖である。定義を第 1 節に記載する。 

7) 送風量制御の種類 

換気送風機𝑖の送風量制御の種類（入力値）�̂�𝑉,𝑓𝑎𝑛,𝑣𝑐,𝑖である。「CO・CO2 濃度制御」、「温度制御」、又は「無」

のいずれかの値とする。定義を第 1 節に記載する。 

8) 換気代替空調機との連動の有無 

換気送風機𝑖の換気代替空調機との連動の有無（入力値 ）�̂�𝑉,𝑉𝑎𝑐,𝑎𝑛𝑛𝑒𝑥,𝑖である。 

9) 連動する換気代替空調機の名称 

換気送風機𝑖が連動する換気代替空調機の名称である。換気送風機𝑖の換気代替空調機との連動の有無

（入力値 ）�̂�𝑉,𝑉𝑎𝑐,𝑎𝑛𝑛𝑒𝑥,𝑖が「有」の場合のみ指定される。 

2.4 換気代替空調機 

1) 名称 

換気代替空調機𝑗の名称である。 
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2) 対象室の用途 

換気代替空調機𝑗の対象室の用途（入力値）�̂�𝑉𝑎𝑐,𝑗である。「電気室」、「機械室」、「エレベータ機械室」、又

は「その他」のいずれかの値とし、定義を第 1 節に記載する。 

3) 必要冷却能力 

換気代替空調機𝑗の必要冷却能力（入力値）�̂�𝑉𝑎𝑐,𝑟𝑒𝑓,𝑗（単位：kW）である。0 より大の小数点以下 2 桁の小数

とする。定義を第 1 節に記載する。 

4) 熱源効率（一次エネルギー換算） 

換気代替空調機𝑗の熱源効率（一次エネルギー換算）（入力値）�̂�𝑉𝑎𝑐,𝑟𝑒𝑓,𝑗である。0 より大の小数点以下 3 桁

の小数とする。定義を第 1 節に記載する。 

5) ポンプの電動機定格出力 

換気代替空調機𝑗のポンプの電動機出力（入力値）�̂�𝑉𝑎𝑐,𝑟𝑒𝑓,𝑝𝑢𝑚𝑝,𝑗（単位：kW）である。0 より大の小数点以下

3 桁の小数とする。定義を第 1 節に記載する。 

6) 年平均負荷率の指定の有無 

換気代替空調機𝑗の年平均負荷率の指定の有無（入力値）�̂�𝑉𝑎𝑐,𝑟𝑒𝑓,𝑗である。換気代替空調機𝑗の対象室の

用途�̂�𝑉𝑎𝑐,𝑗が「電気室」の場合のみ「有」を選択できる。 

7) 年平均負荷率 

換気代替空調機𝑗の年平均負荷率（入力値）�̂�𝑉𝑎𝑐,𝑝𝑜𝑠,𝑗である。換気代替空調機𝑗の年平均負荷率の指定の

有無�̂�𝑉𝑎𝑐,𝑟𝑒𝑓,𝑗が「有」の場合のみ定義される。0 より大の小数点以下 1 桁の小数とする。定義を第 1 節に記載

する。 

2.5 換気代替空調機に付属する送風機 

1) 名称 

換気代替空調機𝑗に付属する送風機𝑘の名称である。 

2) 種類 

換気代替空調機𝑗に付属する送風機𝑘の種類（入力値）�̂�𝑉𝑎𝑐,𝑓𝑎𝑛,𝑎𝑡𝑡𝑐ℎ,𝑡𝑦𝑝𝑒,𝑗,𝑘である。「空調」、「給気」、「排気」

又は「循環」のいずれかの値とする。定義を第 1 節に記載する。 

3) 換気代替空調機に付属する送風機又は併設される換気送風機の送風量 

換気代替空調機𝑗に付属する送風機𝑘の送風量（入力値）�̂�𝑉𝑎𝑐,𝑓𝑎𝑛,𝑎𝑡𝑡𝑐ℎ,𝑗,𝑘（単位：m
3/h）である。0 より大の整

数とする。定義を第 1 節に記載する。 

4) 電動機出力 

換気代替空調機𝑗に付属する送風機𝑘の電動機出力（入力値）�̂�𝑉𝑎𝑐,𝑓𝑎𝑛,𝑎𝑡𝑡𝑐ℎ,𝑗,𝑘（単位：kW）である。0 より大の

小数点以下 3 桁の小数とする。定義を第 1 節に記載する。 

5) 高効率電動機の有無 

換気代替空調機𝑗に付属する送風機𝑘の高効率電動機の有無（入力値）�̂�𝑉𝑎𝑐,𝑓𝑎𝑛,ℎ𝑖𝑒𝑓𝑓,𝑎𝑡𝑡𝑐ℎ,𝑗,𝑘である。定義を

第 1 節に記載する。 
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6) インバータの有無 

換気代替空調機𝑗に付属する送風機𝑘のインバータの有無（入力値）�̂�𝑉𝑎𝑐,𝑓𝑎𝑛,𝑖𝑣𝑡,𝑎𝑡𝑡𝑐ℎ,𝑗,𝑘である。定義を第 1

節に記載する。 

7) 送風量制御の種類 

換気代替空調機𝑗に付属する送風機𝑘の送風量制御の種類�̂�𝑉𝑎𝑐,𝑓𝑎𝑛,𝑣𝑐,𝑎𝑡𝑡𝑐ℎ,𝑗,𝑘である。「CO・CO2 濃度制御」、

「温度制御」、又は「無」のいずれかの値とする。定義を第 1 節に記載する。 

3. 基準設定仕様の適用 

室𝑟に基準設定仕様の換気送風機を設置するが選択された場合は、本付録で計算される値で構成される基

準設定仕様で構成される換気送風機を（入力された）換気送風機に追加して評価する。 

 

図 1 基準設定仕様で構成される換気送風機の追加 

換気送風機𝑖の送風量𝑉𝑓𝑎𝑛,𝑖、換気送風機𝑖の電動機出力𝑃𝑉,𝑓𝑎𝑛,𝑖、換気送風機𝑖の高効率電動機の有無

𝐵𝑉,𝑓𝑎𝑛,ℎ𝑖𝑒𝑓𝑓,𝑖、換気送風機𝑖のインバータの有無𝐵𝑉,𝑓𝑎𝑛,𝑖𝑣𝑡,𝑖、及び換気送風機𝑖の送風量制御の種類𝑇𝑉,𝑓𝑎𝑛,𝑣𝑐,𝑖は、

次式で表される。 

換気送風機𝑖が基準設定仕様でない場合 

𝑉𝑉,𝑓𝑎𝑛,𝑖 = �̂�𝑉,𝑓𝑎𝑛,𝑖 

(1a) 

𝑃𝑉,𝑓𝑎𝑛,𝑖 = �̂�𝑉,𝑓𝑎𝑛,𝑖 

(1b) 

𝐵𝑉,𝑓𝑎𝑛,ℎ𝑖𝑒𝑓𝑓,𝑖 = �̂�𝑉,𝑓𝑎𝑛,ℎ𝑖𝑒𝑓𝑓,𝑖 

(1c) 

𝐵𝑉,𝑓𝑎𝑛,𝑖𝑣𝑡,𝑖 = �̂�𝑉,𝑓𝑎𝑛,𝑖𝑣𝑡,𝑖 

(1d) 

𝑇𝑉,𝑓𝑎𝑛,𝑣𝑐,𝑖 = �̂�𝑉,𝑓𝑎𝑛,𝑣𝑐,𝑖 

(1e) 

室 

階（PK） 

名称（PK） 

(A) 

多対多 

換気送風機 

名称（PK） 

基準設定仕様で構成される換気送風機 

名称（PK） 

追加 
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換気送風機𝑖が基準設定仕様の場合 

𝑉𝑉,𝑓𝑎𝑛,𝑖 = �̇�𝑉,𝑓𝑎𝑛,𝑖 

(1f) 

𝑃𝑉,𝑓𝑎𝑛,𝑖 = �̇�𝑉,𝑓𝑎𝑛,𝑖 

(1g) 

𝐵𝑉,𝑓𝑎𝑛,ℎ𝑖𝑒𝑓𝑓,𝑖 = �̇�𝑉,𝑓𝑎𝑛,ℎ𝑖𝑒𝑓𝑓,𝑖 

(1h) 

𝐵𝑉,𝑓𝑎𝑛,𝑖𝑣𝑡,𝑖 = �̇�𝑉,𝑓𝑎𝑛,𝑖𝑣𝑡,𝑖 

(1i) 

𝑇𝑉,𝑓𝑎𝑛,𝑣𝑐,𝑖 = �̇�𝑉,𝑓𝑎𝑛,𝑣𝑐,𝑖 

(1j) 

ここで、 

𝑉𝑉,𝑓𝑎𝑛,𝑖 ：換気送風機𝑖の送風量, m3/h 

�̂�𝑉,𝑓𝑎𝑛,𝑖 ：換気送風機𝑖の送風量（入力値）, m3/h 

�̇�𝑉,𝑓𝑎𝑛,𝑖 ：換気送風機𝑖の送風量（基準設定仕様）, m3/h 

𝑃𝑉,𝑓𝑎𝑛,𝑖 ：換気送風機𝑖の電動機出力, kW 

�̂�𝑉,𝑓𝑎𝑛,𝑖 ：換気送風機𝑖の電動機出力（入力値）, kW 

�̇�𝑉,𝑓𝑎𝑛,𝑖 ：換気送風機𝑖の電動機出力（基準設定仕様）, kW 

𝐵𝑉,𝑓𝑎𝑛,ℎ𝑖𝑒𝑓𝑓,𝑖 ：換気送風機𝑖の高効率電動機の有無 

�̂�𝑉,𝑓𝑎𝑛,ℎ𝑖𝑒𝑓𝑓,𝑖 ：換気送風機𝑖の高効率電動機の有無（入力値） 

�̇�𝑉,𝑓𝑎𝑛,ℎ𝑖𝑒𝑓𝑓,𝑖 ：換気送風機𝑖の高効率電動機の有無（基準設定仕様） 

𝐵𝑉,𝑓𝑎𝑛,𝑖𝑣𝑡,𝑖 ：換気送風機𝑖のインバータの有無 

�̂�𝑉,𝑓𝑎𝑛,𝑖𝑣𝑡,𝑖 ：換気送風機𝑖のインバータの有無（入力値） 

�̇�𝑉,𝑓𝑎𝑛,𝑖𝑣𝑡,𝑖 ：換気送風機𝑖のインバータの有無（基準設定仕様） 

𝑇𝑉,𝑓𝑎𝑛,𝑣𝑐,𝑖 ：換気送風機𝑖の送風量制御の種類  

�̂�𝑉,𝑓𝑎𝑛,𝑣𝑐,𝑖 ：換気送風機𝑖の送風量制御の種類 （入力値） 

�̇�𝑉,𝑓𝑎𝑛,𝑣𝑐,𝑖 ：換気送風機𝑖の送風量制御の種類 （基準設定仕様） 

である。 

換気送風機𝑖の送風量（基準設定仕様）�̇�𝑉,𝑓𝑎𝑛,𝑖、換気送風機𝑖の電動機出力（基準設定仕様）�̇�𝑉,𝑓𝑎𝑛,𝑖、換気

送風機𝑖の高効率電動機の有無（基準設定仕様）�̇�𝑉,𝑓𝑎𝑛,ℎ𝑖𝑒𝑓𝑓,𝑖、及び換気送風機𝑖の送風量制御の種類 （基準

設定仕様）�̇�𝑉,𝑓𝑎𝑛,𝑣𝑐,𝑖は付録 E に定める。 

4. 設計一次エネルギー消費量 

4.1 機械換気設備の設計一次エネルギー消費量 

機械換気設備の設計一次エネルギー消費量𝐸𝑉は次式で表される。 
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𝐸𝑉 =∑𝐸𝑉,𝑏
𝑏

 

(2) 

ここで、 

𝐸𝑉 ：機械換気設備の設計一次エネルギー消費量, MJ/年 

𝐸𝑉,𝑏 ：建築物𝑏の機械換気設備の設計一次エネルギー消費量, MJ/年 

である。 

建築物𝑏の機械換気設備の設計一次エネルギー消費量𝐸𝑉,𝑏は次式で表される。 

𝐸𝑉,𝑏 = (∑𝐸𝑉,𝑖,𝑏
𝑖

+∑𝐸𝑉𝑎𝑐,𝑗,𝑏
𝑗

) ⋅ 10−3 

(3) 

ここで、 

𝐸𝑉,𝑖,𝑏 ：建築物𝑏の換気送風機𝑖の年間一次エネルギー消費量, kJ/年 

𝐸𝑉𝑎𝑐,𝑗,𝑏 ：建築物𝑏の換気代替空調機𝑗の年間一次エネルギー消費量, kJ/年 

である。 

4.2 換気送風機の年間消費電力量 

建築物𝑏の換気送風機𝑖の年間消費電力量𝐸𝑉,𝑖,𝑏は次式で表される。ただし、換気送風機𝑖が 1 台も無い場合

は𝐸𝑉,𝑖,𝑏 = 0とする。 

𝐸𝑉,𝑖,𝑏 =
𝑃𝑉,𝑓𝑎𝑛,𝑖

𝜂𝑚
⋅ 𝑓𝑉,𝑐𝑡𝑟𝑙,𝑖 ⋅ max

𝑟
(𝑇𝑉,𝑖,𝑟) ⋅ 𝑟𝑉,𝑒,𝑖,𝑏 ⋅ 𝑓𝑝𝑟𝑖𝑚,𝑒 ⋅ 𝑟𝑉,𝑜𝑝𝑟,𝑖 

(4) 

ここで、 

𝐸𝑉,𝑖,𝑏 ：建築物𝑏の換気送風機𝑖の年間一次エネルギー消費量, kJ/年 

𝑃𝑉,𝑓𝑎𝑛,𝑖 ：換気送風機𝑖の電動機出力, kW 

𝜂𝑚 ：電動機効率, - 

𝑓𝑉,𝑐𝑡𝑟𝑙,𝑖 ：換気送風機𝑖に採用される制御方法に応じて定められる係数, - 

𝑇𝑉,𝑖,𝑟 ：換気送風機𝑖が接続する室𝑟の年間運転時間, h 

𝑟𝑉,𝑒,𝑖,𝑏 ：換気送風機𝑖の年間消費電力量を建築物𝑏に按分する係数, - 

𝑓𝑝𝑟𝑖𝑚,𝑒 ：電気の量 1キロワット時を熱量に換算する係数, kJ/kWh 

𝑟𝑉,𝑜𝑝𝑟,𝑖 ：換気送風機𝑖の年間稼働率, - 

である。換気送風機𝑖の年間稼働率𝑟𝑉,𝑜𝑝𝑟,𝑖は、換気送風機𝑖の換気代替空調機との連動の有無（入力値 ）

�̂�𝑉,𝑉𝑎𝑐,𝑎𝑛𝑛𝑒𝑥,𝑖が「有」の場合は、換気送風機𝑖が連動する換気代替空調機𝑗と併設され連動して動く換気送風機

の年間稼働率𝑟𝑉𝑎𝑐,𝑜𝑝𝑟,𝑎𝑛𝑛𝑒𝑥,𝑗の値とし、「無」の場合は1.0とする。 

4.3 換気代替空調機の消費電力量 

建築物𝑏の換気代替空調機𝑗の年間消費電力量𝐸𝑉𝑎𝑐,𝑗,𝑏は次式で表される。ただし、換気代替空調機𝑗が 1台

も無い場合は𝐸𝑉𝑎𝑐,𝑗,𝑏 = 0とする。 
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𝐸𝑉𝑎𝑐,𝑗,𝑏 = (𝐸𝑉𝑎𝑐,𝑟𝑒𝑓,𝑗 + 𝐸𝑉𝑎𝑐,𝑓𝑎𝑛,𝑎𝑡𝑡𝑐ℎ,𝑗) ⋅ max
𝑟
(𝑇𝑉,𝑗,𝑟) ⋅ 𝑟𝑉𝑎𝑐,𝑒,𝑗,𝑏 

(5) 

ここで、 

𝐸𝑉𝑎𝑐,𝑗,𝑏 ：建築物𝑏の換気代替空調機𝑗の年間一次エネルギー消費量, kJ/年 

𝐸𝑉𝑎𝑐,𝑟𝑒𝑓,𝑗 ：換気代替空調機𝑗の 1 時間あたりの一次エネルギー消費量, kJ/h 

𝐸𝑉𝑎𝑐,𝑓𝑎𝑛,𝑎𝑡𝑡𝑐ℎ,𝑗 ：換気代替空調機𝑗に付属する送風機の 1 時間あたりの一次エネルギー消費量, kJ/h 

𝑇𝑉,𝑗,𝑟 ：換気代替空調機𝑗が接続する室𝑟の年間運転時間, h 

𝑟𝑉𝑎𝑐,𝑒,𝑗,𝑏 ：換気代替空調機𝑗の年間電力消費量を建築物𝑏に按分する係数, - 

𝑓𝑝𝑟𝑖𝑚,𝑒 ：電気の量 1キロワット時を熱量に換算する係数, kJ/kWh 

である。 

換気代替空調機𝑗の 1 時間あたりの一次エネルギー消費量𝐸𝑉𝑎𝑐,𝑟𝑒𝑓,𝑗は次式で表される。 

𝐸𝑉𝑎𝑐,𝑟𝑒𝑓,𝑗 = (
�̂�𝑉𝑎𝑐,𝑟𝑒𝑓,𝑗 ⋅ 𝑥𝑉𝑎𝑐,𝑟𝑒𝑓,𝑗

�̂�𝑉𝑎𝑐,𝑟𝑒𝑓,𝑗
⋅
𝑓𝑝𝑟𝑖𝑚,𝑒

2.71
+
�̂�𝑉𝑎𝑐,𝑟𝑒𝑓,𝑝𝑢𝑚𝑝,𝑗

𝜂𝑚
⋅ 𝑓𝑝𝑟𝑖𝑚,𝑒) ⋅ 𝑟𝑉𝑎𝑐,𝑜𝑝𝑟,𝑗 

(6) 

ここで、 

�̂�𝑉𝑎𝑐,𝑟𝑒𝑓,𝑗 ：換気代替空調機𝑗の必要冷却能力（入力値）, kW 

𝑥𝑉𝑎𝑐,𝑟𝑒𝑓,𝑗 ：換気代替空調機𝑗の年間平均負荷率, - 

�̂�𝑉𝑎𝑐,𝑟𝑒𝑓,𝑗 ：換気代替空調機𝑗の熱源効率（一次エネルギー換算）（入力値）, - 

�̂�𝑉𝑎𝑐,𝑟𝑒𝑓,𝑝𝑢𝑚𝑝,𝑗 ：換気代替空調機𝑗のポンプの電動機出力（入力値）, kW 

𝜂𝑚 ：電動機効率, - 

𝑟𝑉𝑎𝑐,𝑜𝑝𝑟,𝑗 ：換気代替空調機𝑗の年間稼働率, - 

𝑓𝑝𝑟𝑖𝑚,𝑒 ：電気の量 1キロワット時を熱量に換算する係数, kJ/kWh 

である。 

換気代替空調機𝑗に付属する送風機の 1 時間あたりの一次エネルギー消費量𝐸𝑉𝑎𝑐,𝑓𝑎𝑛,𝑎𝑡𝑡𝑐ℎ,𝑗は次式で表さ

れる。 

𝐸𝑉𝑎𝑐,𝑓𝑎𝑛,𝑎𝑡𝑡𝑐ℎ,𝑗 =∑(
�̂�𝑉𝑎𝑐,𝑓𝑎𝑛,𝑟𝑎𝑡𝑒𝑑,𝑎𝑡𝑡𝑐ℎ,𝑗,𝑘

𝜂𝑚
⋅ 𝑓𝑉𝑎𝑐,𝑓𝑎𝑛,𝑐𝑡𝑟𝑙,𝑎𝑡𝑡𝑐ℎ,𝑗,𝑘 ⋅ 𝑓𝑝𝑟𝑖𝑚,𝑒) ⋅ 𝑟𝑉𝑎𝑐,𝑜𝑝𝑟,𝑗

𝑘

 

(7) 

ここで、 

�̂�𝑉𝑎𝑐,𝑓𝑎𝑛,𝑎𝑡𝑡𝑐ℎ,𝑗,𝑘 ：換気代替空調機𝑗に付属する送風機𝑘の電動機出力（入力値）, kW 

𝑓𝑉𝑎𝑐,𝑓𝑎𝑛,𝑐𝑡𝑟𝑙,𝑎𝑡𝑡𝑐ℎ,𝑗,𝑘  

 ：換気代替空調機𝑗に付属する送風機𝑘に採用される制御方法に応じて定められる係数, - 

である。 

5. 電気の量 1 キロワット時を熱量に換算する係数 

電気の量 1 キロワット時を熱量に換算する係数𝑓𝑝𝑟𝑖𝑚,𝑒は、第 10 章「その他」で定義される。 
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6. 電動機効率 

電動機効率𝜂𝑚は0.75とする。 

7. 制御方式に応じて定められる係数 

換気送風機𝑖に採用される制御方法に応じて定められる係数𝑓𝑉,𝑐𝑡𝑟𝑙,𝑖は、換気送風機𝑖の高効率電動機の有

無𝐵𝑉,𝑓𝑎𝑛,ℎ𝑖𝑒𝑓𝑓,𝑖、換気送風機𝑖のインバータの有無𝐵𝑉,𝑓𝑎𝑛,𝑖𝑣𝑡,𝑖及び換気送風機𝑖の送風量制御の種類𝑇𝑉,𝑓𝑎𝑛,𝑣𝑐,𝑖

に応じて付録 Aにより決定される。 

換気代替空調機𝑗に付属する送風機𝑘に採用される制御方法に応じて定められる係数𝑓𝑉𝑎𝑐,𝑟𝑒𝑓,𝑐𝑡𝑟𝑙,𝑎𝑡𝑡𝑐ℎ,𝑗,𝑘は、

換気代替空調機𝑗に付属する送風機𝑘の高効率電動機の有無（入力値）�̂�𝑉𝑎𝑐,𝑓𝑎𝑛,ℎ𝑖𝑒𝑓𝑓,𝑎𝑡𝑡𝑐ℎ,𝑗,𝑘、換気代替空調

機𝑗に付属する送風機𝑘のインバータの有無（入力値）�̂�𝑉𝑎𝑐,𝑓𝑎𝑛,𝑖𝑣𝑡,𝑎𝑡𝑡𝑐ℎ,𝑗,𝑘及び換気代替空調機𝑗に付属する送

風機𝑘の送風量制御の種類（入力値）�̂�𝑉𝑎𝑐,𝑓𝑎𝑛,𝑣𝑐,𝑎𝑡𝑡𝑐ℎ,𝑗,𝑘に応じて付録 Aにより決定される。 

8. 年間運転時間 

換気送風機𝑖が接続する室𝑟の年間運転時間𝑇𝑉,𝑖,𝑟は、換気送風機𝑖が接続する室𝑟に応じて付録 B に定める。 

換気代替空調機𝑗が接続する室𝑟の年間運転時間𝑇𝑉,𝑗,𝑟は、換気代替空調機𝑗が接続する室𝑟に応じて付録 B

に定める。 

9. 換気送風機及び換気代替空調機の年間消費電力量を建築物ごとに按分する係数 

換気送風機𝑖の年間消費電力量を建築物𝑏に按分する係数𝑟𝑉,𝑒,𝑖,𝑏は次式で表される。 

𝑟𝑉,𝑒,𝑖,𝑏 =
∑ 𝐴𝑓,𝑖,𝑟,𝑏𝑟

∑ ∑ 𝐴𝑓,𝑖,𝑟,𝑏𝑏𝑟

 

(8) 

𝑟𝑉,𝑒,𝑖,𝑏 ：換気送風機𝑖の年間消費電力量を建築物𝑏に按分する係数, - 

𝐴𝑓,𝑖,𝑟,𝑏 ：換気送風機𝑖が接続する室𝑟の建築物𝑏における床面積, m2 

換気代替空調機𝑗の年間消費電力量を建築物𝑏に按分する係数𝑟𝑉𝑎𝑐,𝑒,𝑗,𝑏は次式で表される。 

𝑟𝑉𝑎𝑐,𝑒,𝑗,𝑏 =
∑ 𝐴𝑓,𝑗,𝑟,𝑏𝑟

∑ ∑ 𝐴𝑓,𝑗,𝑟,𝑏𝑏𝑟

 

(9) 

𝑟𝑉𝑎𝑐,𝑒,𝑗,𝑏 ：換気代替空調機𝑗の年間消費電力量を建築物𝑏に按分する係数, - 

𝐴𝑓,𝑗,𝑟,𝑏 ：換気代替空調機𝑗が接続する室𝑟の建築物𝑏における床面積, m2 

換気送風機𝑖が接続する室𝑟の建築物𝑏における床面積𝐴𝑓,𝑖,𝑟,𝑏及び換気代替空調機𝑗が接続する室𝑟の建築

物𝑏における床面積𝐴𝑓,𝑗,𝑟,𝑏は、第 10章で計算される。なお、室𝑟は 1つの建築物にのみ属し、複数の建築物に

属することはない。従って、ある室𝑟が与えられた場合に面積が計上される建築物𝑏は 1 つだけであり、

𝐴𝑓,𝑖,𝑟,𝑏|𝑖=𝑔𝑖𝑣𝑒𝑛,𝑟=𝑔𝑖𝑣𝑒𝑛
> 0を満たす𝑏は必ず 1 である。 
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10. 年平均負荷率 

換気代替空調機𝑗の年間平均負荷率𝑥𝑉𝑎𝑐,𝑟𝑒𝑓,𝑗は、換気代替空調機𝑗の対象室の用途（入力値） �̂�𝑉𝑎𝑐,𝑗、換気

代替空調機𝑗の年平均負荷率の指定の有無（入力値） �̂�𝑉𝑎𝑐,𝑟𝑒𝑓,𝑗、及び換気代替空調機𝑗の年平均負荷率（入

力値）�̂�𝑉𝑎𝑐,𝑝𝑜𝑠,𝑗（�̂�𝑉𝑎𝑐,𝑟𝑒𝑓,𝑗 = 「有」の場合のみ）を用いて付録 Cにより計算される。 

11. 年間稼働率 

換気代替空調機𝑗の年間稼働率𝑟𝑉𝑎𝑐,𝑜𝑝𝑟,𝑗及び換気代替空調機𝑗と併設され連動して動く換気送風機の年間

稼働率𝑟𝑉𝑎𝑐,𝑜𝑝𝑟,𝑎𝑛𝑛𝑒𝑥,𝑗は、換気代替空調機𝑗に付属する送風機𝑘の種類（入力値） �̂�𝑉𝑎𝑐,𝑓𝑎𝑛,𝑎𝑡𝑡𝑐ℎ,𝑡𝑦𝑝𝑒,𝑗,𝑘、換気代

替空調機𝑗に併設され連動する換気送風機𝑖の種類（入力値）�̂�𝑉,𝑓𝑎𝑛,𝑡𝑦𝑝𝑒,𝑖、換気代替空調機𝑗に付属する送風

機𝑘の送風量（入力値）�̂�𝑉𝑎𝑐,𝑓𝑎𝑛,𝑎𝑡𝑡𝑐ℎ,𝑗,𝑘、換気代替空調機𝑗に併設され連動する換気送風機𝑖の送風量（入力

値） �̂�𝑉,𝑓𝑎𝑛,𝑖及び換気代替空調機𝑗の必要冷却能力 �̂�𝑉𝑎𝑐,𝑟𝑒𝑓,𝑗に応じて付録 Dで計算される。 
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付録 A 換気送風機・換気代替空調機に付属する送風機・換気代替空調機と併設される換気送風機の制御

方法に応じて定められる係数 

A.1 定義 

ここで計算される換気送風機𝑖に採用される制御方法に応じて定められる係数𝑓𝑉,𝑐𝑡𝑟𝑙,𝑖、及び換気代替空調

機𝑗に付属する送風機𝑘に採用される制御方法に応じて定められる係数𝑓𝑉𝑎𝑐,𝑟𝑒𝑓,𝑐𝑡𝑟𝑙,𝑎𝑡𝑡𝑐ℎ,𝑗,𝑘の計算方法は同じ

であるため、本節では記述の簡単のために計算に用いる記号を次のように定義する。 

1) 換気送風機の制御方法に応じて定められる係数 

換気送風機𝑖に採用される制御方法に応じて定められる係数𝑓𝑉,𝑐𝑡𝑟𝑙,𝑖、及び換気代替空調機𝑗に付属する送

風機𝑘に採用される制御方法に応じて定められる係数𝑓𝑉𝑎𝑐,𝑟𝑒𝑓,𝑐𝑡𝑟𝑙,𝑎𝑡𝑡𝑐ℎ,𝑗,𝑘は、換気送風機の制御方法に応じて

定められる係数𝑓𝑐𝑡𝑟𝑙と記す。 

2) 換気送風機の高効率電動機の有無 

換気送風機𝑖の高効率電動機の有無𝐵𝑉,𝑓𝑎𝑛,ℎ𝑖𝑒𝑓𝑓,𝑖、及び換気代替空調機𝑗に付属する送風機𝑘の高効率電

動機の有無（入力値）�̂�𝑉𝑎𝑐,𝑓𝑎𝑛,ℎ𝑖𝑒𝑓𝑓,𝑎𝑡𝑡𝑐ℎ,𝑗,𝑘は、換気送風機の高効率電動機の有無𝐵ℎ𝑖𝑒𝑓𝑓と記す。 

3) 換気送風機のインバータの有無 

換気送風機𝑖のインバータの有無𝐵𝑉,𝑓𝑎𝑛,𝑖𝑣𝑡,𝑖、及び換気代替空調機𝑗に付属する送風機𝑘のインバータの有

無（入力値）�̂�𝑉𝑎𝑐,𝑓𝑎𝑛,𝑖𝑣𝑡,𝑎𝑡𝑡𝑐ℎ,𝑗,𝑘は、換気送風機のインバータの有無𝐵𝑖𝑣𝑡と記す。 

4) 換気送風機の送風量制御の種類 

換気送風機𝑖の送風量制御の種類𝑇𝑉,𝑓𝑎𝑛,𝑣𝑐,𝑖、及び換気代替空調機𝑗に付属する送風機𝑘の送風量制御の種

類（入力値）�̂�𝑉𝑎𝑐,𝑓𝑎𝑛,𝑣𝑐,𝑎𝑡𝑡𝑐ℎ,𝑗,𝑘は、換気送風機の送風量制御の種類𝑇𝑣𝑐と記す。 

A.2 計算方法 

換気送風機の制御方法に応じて定められる係数𝑓𝑐𝑡𝑟𝑙は次式により表される。 

𝑓𝑐𝑡𝑟𝑙 = 𝑓𝑐𝑡𝑟𝑙,ℎ𝑖𝑒𝑓𝑓 ⋅ 𝑓𝑐𝑡𝑟𝑙,𝑖𝑣𝑡 ⋅ 𝑓𝑐𝑡𝑟𝑙,𝑣𝑐 

(1) 

ここで、 

𝑓𝑐𝑡𝑟𝑙 ：換気送風機の制御方法に応じて定められる係数, - 

𝑓𝑐𝑡𝑟𝑙,ℎ𝑖𝑒𝑓𝑓 ：換気送風機の高効率電動機の有無によって決まる係数, - 

𝑓𝑐𝑡𝑟𝑙,𝑖𝑣𝑡 ：換気送風機のインバータの有無によって決まる係数, - 

𝑓𝑐𝑡𝑟𝑙,𝑣𝑐 ：換気送風機の送風量制御の種類によって決まる係数, - 

である。 

換気送風機の高効率電動機の有無によって決まる係数𝑓𝑐𝑡𝑟𝑙,ℎ𝑖𝑒𝑓𝑓は、換気送風機の高効率電動機の有無

𝐵ℎ𝑖𝑒𝑓𝑓が「有」の場合は0.95とし、「無」の場合は1.0とする。 

換気送風機のインバータの有無によって決まる係数𝑓𝑐𝑡𝑟𝑙,𝑖𝑣𝑡は、換気送風機のインバータの有無𝐵𝑖𝑣𝑡が「有」

の場合は0.6とし、「無」の場合は1.0とする。 

換気送風機の送風量制御の種類によって決まる係数𝑓𝑐𝑡𝑟𝑙,𝑣𝑐は、換気送風機の送風量制御の種類𝑇𝑣𝑐が

「CO・CO2濃度制御」の場合は0.6、「温度制御」の場合は0.7、「無」の場合は1.0とする。 
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付録 B 換気送風機・換気代替空調機が接続する室の年間運転時間 

換気送風機𝑖が接続する室𝑟の年間運転時間𝑇𝑉,𝑖,𝑟又は換気代替空調機𝑗が接続する室𝑟の年間運転時間

𝑇𝑉,𝑗,𝑟は、室の用途から表 1 により規定される。 

表 1 換気送風機が接続する室の年間運転時間 

 

※先頭部分のみ示す。詳しくはデータシート「3-2-B-1」を参照のこと。 

  



Ver.3.8 

 

 3-13 

付録 C 換気代替空調機の年間平均負荷率 

換気代替空調機𝑗の年間平均負荷率𝑥𝑉𝑎𝑐,𝑟𝑒𝑓,𝑗は、換気代替空調機𝑗の年平均負荷率の指定の有無（入力

値） �̂�𝑉𝑎𝑐,𝑟𝑒𝑓,𝑗が「無」の場合、換気代替空調機の対象室の用途（入力値） �̂�𝑉𝑎𝑐,𝑗に応じて次表のように規定し、

換気代替空調機𝑗の年平均負荷率の指定の有無（入力値） �̂�𝑉𝑎𝑐,𝑟𝑒𝑓,𝑗が「有」の場合、換気代替空調機𝑗の年間

平均負荷率（入力値） �̂�𝑉𝑎𝑐,𝑝𝑜𝑠,𝑗に等しいとする。 

表 1 換気代替空調機の年間平均負荷率 

換気代替空調機の対象室の用途（入力値） �̂�𝑉𝑎𝑐,𝑗 換気代替空調機𝑗の年間平均負荷率𝑥𝑉𝑎𝑐,𝑟𝑒𝑓,𝑗 

電気室 0.6 

機械室 0.6 

エレベータ機械室 0.3 

その他 1.0 
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付録 D 換気代替空調機および換気代替空調機と併設され連動して動く換気送風機の年間稼働率 

D.1 年間稼働率 

換気代替空調機𝑗の年間稼働率𝑟𝑉𝑎𝑐,𝑜𝑝𝑟,𝑗は次式により表される。 

𝑟𝑉𝑎𝑐,𝑜𝑝𝑟,𝑗 = {
0.35 (𝑉𝑉𝑎𝑐,𝑜𝑎,𝑗 > 𝑉𝑉𝑎𝑐,𝑜𝑎𝑐𝑜𝑜𝑙,𝑗)

1.0 (𝑉𝑉𝑎𝑐,𝑜𝑎,𝑗 ≤ 𝑉𝑉𝑎𝑐,𝑜𝑎𝑐𝑜𝑜𝑙,𝑗)
 

(1) 

換気代替空調機𝑗と併設され連動して動く換気送風機の年間稼働率𝑟𝑉𝑎𝑐,𝑜𝑝𝑟,𝑎𝑛𝑛𝑒𝑥,𝑗は次式により表される。 

𝑟𝑉𝑎𝑐,𝑜𝑝𝑟,𝑎𝑛𝑛𝑒𝑥,𝑗 = {
0.65 (𝑉𝑉𝑎𝑐,𝑜𝑎,𝑗 > 𝑉𝑉𝑎𝑐,𝑜𝑎𝑐𝑜𝑜𝑙,𝑗)

1.0 (𝑉𝑉𝑎𝑐,𝑜𝑎,𝑗 ≤ 𝑉𝑉𝑎𝑐,𝑜𝑎𝑐𝑜𝑜𝑙,𝑗)
 

(2) 

ここで、 

𝑟𝑉𝑎𝑐,𝑜𝑝𝑟,𝑗 ：換気代替空調機𝑗の年間稼働率, - 

𝑟𝑉𝑎𝑐,𝑜𝑝𝑟,𝑎𝑛𝑛𝑒𝑥,𝑗 ：換気代替空調機𝑗と併設される換気送風機の年間稼働率, - 

𝑉𝑉𝑎𝑐,𝑜𝑎,𝑗 ：換気代替空調機𝑗の換気送風機の外気導入量, m3/h 

𝑉𝑉𝑎𝑐,𝑜𝑎𝑐𝑜𝑜𝑙,𝑗 ：換気代替空調機𝑗の外気冷房に必要な外気導入量 

である。 

D.2 換気送風機の外気導入量 

1） 定義 

換気代替空調機𝑗に付属する送風機𝑘の種類（入力値） �̂�𝑉𝑎𝑐,𝑓𝑎𝑛,𝑎𝑡𝑡𝑐ℎ,𝑡𝑦𝑝𝑒,𝑗,𝑘及び換気代替空調機𝑗に併設さ

れる換気送風機𝑖の種類（入力値）�̂�𝑉,𝑓𝑎𝑛,𝑡𝑦𝑝𝑒,𝑖を、ここでは両者をあわせて単に「送風機𝑙の種類」𝑇𝑉,𝑓𝑎𝑛,𝑡𝑦𝑝𝑒,𝑗,𝑙と

言う。 

換気代替空調機𝑗に付属する送風機𝑘の送風量（入力値）�̂�𝑉𝑎𝑐,𝑓𝑎𝑛,𝑎𝑡𝑡𝑐ℎ,𝑗,𝑘及び換気代替空調機𝑗に併設され

る換気送風機𝑖の送風量（入力値） �̂�𝑉,𝑓𝑎𝑛,𝑖を、ここでは両者をあわせて単に「送風機𝑙の送風量」𝑉𝑉,𝑓𝑎𝑛,𝑗,𝑙と言う。 

ここで、𝑙は添え字である。 

2) 換気代替空調機𝑗の換気送風機の外気導入量の計算 

換気代替空調機𝑗の換気送風機の外気導入量𝑉𝑉𝑎𝑐,𝑜𝑎,𝑗（単位： m3/h）は、送風機𝑙の種類𝑇𝑉,𝑓𝑎𝑛,𝑡𝑦𝑝𝑒,𝑗,𝑙に「給

気」であるものが 1 台以上ある場合、送風機の種類が「給気」である送風機の送風量の合計値とし、送風機の

種類に「給気」であるものが 1 台もなく送風機の種類に「排気」であるものが 1 台以上ある場合、送風機の種類

が「排気」である送風機の送風量の合計値とし、送風機の種類に「給気」であるもの及び「排気」であるものが 1

台もない場合、0.0とする。 

D.3 外気冷房に必要な外気導入量 

換気代替空調機𝑗の外気冷房に必要な外気導入量𝑉𝑉𝑎𝑐,𝑜𝑎𝑐𝑜𝑜𝑙,𝑗は次式により表される。 

𝑉𝑉𝑎𝑐,𝑜𝑎𝑐𝑜𝑜𝑙,𝑗 =
1000 ⋅ �̂�𝑉𝑎𝑐,𝑟𝑒𝑓,𝑗

0.33 ⋅ (40.0 − 𝜃𝑜𝑎,𝑚)
 

(3) 
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ここで、 

𝑉𝑉𝑎𝑐,𝑜𝑎𝑐𝑜𝑜𝑙,𝑗 ：換気代替空調機𝑗の外気冷房に必要な外気導入量, m3/h 

�̂�𝑉𝑎𝑐,𝑟𝑒𝑓,𝑗 ：換気代替空調機𝑗の必要冷却能力（入力値）, kW 

𝜃𝑜𝑎,𝑚 ：中間期平均外気温度, ℃ 

である。 

中間期平均外気温度𝜃𝑜𝑎,𝑚は次表により規定される。 

表 1 中間期平均外気温度 

地域の区分 中間期平均外気温度𝜃𝑜𝑎,𝑚 

1 22.7 

2 22.8 

3 24.7 

4 26.8 

5 27.1 

6 27.6 

7 26.0 

8 26.2 
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付録 E 基準設定仕様 

E.1 送風量と電動機出力 

換気送風機𝑖に基準設定仕様を用いる場合は、換気送風機𝑖が接続する室𝑟の用途・面積𝐴𝑓,𝑟に応じて、換

気送風機𝑖の仕様を以下に示す方法で決定する。 

表 1 に無い室用途に基準設定仕様を設定することはできない。 

換気送風機𝑖の送風量（基準設定仕様）�̇�𝑉,𝑓𝑎𝑛,𝑖、及び換気送風機𝑖の電動機出力（基準設定仕様）�̇�𝑉,𝑓𝑎𝑛,𝑖は、

次式で表される。以下の値とする。 

�̇�𝑉,𝑓𝑎𝑛,𝑖 = 𝑣𝑉,𝑓𝑎𝑛,𝑑𝑒𝑓𝑎𝑢𝑙𝑡,𝑖 ⋅ 𝐴𝑓,𝑟 

(1) 

�̇�𝑉,𝑓𝑎𝑛,𝑖 = 𝑝𝑉,𝑓𝑎𝑛,𝑑𝑒𝑓𝑎𝑢𝑙𝑡,𝑖 ⋅ 𝐴𝑓,𝑟 

(2) 

�̇�𝑉,𝑓𝑎𝑛,𝑖 ：換気送風機𝑖の送風量（基準設定仕様）, m3/h 

�̇�𝑉,𝑓𝑎𝑛,𝑖 ：換気送風機𝑖の電動機出力（基準設定仕様）, kW 

𝑣𝑉,𝑓𝑎𝑛,𝑑𝑒𝑓𝑎𝑢𝑙𝑡,𝑖 ：換気送風機𝑖の基準設定換気風量, m3/(h m2) 

𝑝𝑉,𝑓𝑎𝑛,𝑑𝑒𝑓𝑎𝑢𝑙𝑡,𝑖 ：換気送風機𝑖の基準設定送風機軸動力, kW/m2 

𝐴𝑓,𝑟 ：換気送風機𝑖が設置される室𝑟の面積, m2 

換気送風機𝑖の基準設定換気風量𝑣𝑉,𝑓𝑎𝑛,𝑑𝑒𝑓𝑎𝑢𝑙𝑡,𝑖、及び基準設定送風機軸動力𝑝𝑣,𝑓𝑎𝑛,𝑑𝑒𝑓𝑎𝑢𝑙𝑡は、室用途に

応じて表 1 の基準設定送風機軸動力とする。表に無い室用途については、該当する室用途に応じた換気送

風機𝑖が接続する室𝑟の年間運転時間𝑇𝑉,𝑖,𝑟が0時間であるため、基準設定仕様が存在しないことを表す。 

表 1 基準設定仕様 

 

※ 先頭部分のみ示す。詳しくはデータシート「3-2-E-1」を参照のこと。 

E.2 高効率電動機の有無 

「無」とする。 

E.3 インバータの有無 

「無」とする。 

E.4 送風量制御の種類 

「無」とする。 
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第 3 節 モデル建物法 

（作成中） 


